
平成 30年 7月豪雨災害で水損した倉敷市立真備図書館文書の修復作業を行いました。 
 

岡山県立記録資料館では豪雨災害で水損した倉敷市立真備図書館の文書を 7 月 24 日に受けとり、修

復作業をはじめました。 

現在、当館の職員を中心に公文書等約 120点の修復作業に取り組んでいます。作業は、水損した文書

の間にキッチンペーパー・ダンボールを挟み、扇風機で風を当てる乾燥処理や、カビ防止のため冷凍処

理、写真の洗浄処理を行っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      受入直後の様子                       受け入れた文書の状態 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ダンボール・キッチンペーパー挟み込み                               扇風機による乾燥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       写真の洗浄・乾燥                         冷凍保存 


